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◆ 荻野 敏雄（おぎの としお／1940.8.23～） 

＜実業家／CJC(シカゴ日本人会)初代会長＞ 

昭和１５(1940)年８月２３日、新潟県中頸城郡妙高高原町(現妙高市)赤

倉にて生誕。 

同３４(1959)年３月、新潟県立高田商業高等学校を卒業。高田(現上越

市)南城町にあった商業高校へは信越本線田口(現妙高高原／えちごトキ

めき鉄道)駅より、まだ蒸気機関車の煙や煤を吸いながら、汽車通生として

通学。 

 高校では通学に時間がかかり、余り多くのことはできなかったが、それで

も幼少期より赤倉で親しんできたスキーを、高田商高でもスキー部に入って継続。インターハ

イ、国体少年組、全日本選手権等多くのスキー競技会に出場。 

高校卒業後は明治大学法学部法律学科に入学。当時の明治大はスキーの強豪大学で、

高校に引き続きスキー部に入部。高校時代以上に各種大会に出場、オリンピック出場を目

指すほどの文字通りスキー三昧の学生生活を送った。 

昭和３８(1963)年、大学を卒業し電子部品メーカーの河端セラミック工業㈱に入社。貿易

部に配属され、同４１年に米国駐在員として渡米。２年の駐在員生活を終えて昭和４３年帰

国。翌４４年会社を辞め、結婚を機に再び夢を求めて渡米。 

昭和４４年米国イリノイ州 O’hare Metal Inc.（板金工

場）に入社。ズブの素人からの仕事は苦労の連続で、

同僚社員から差別的な嫌がらせにあいながらも、図面

引き・板金作業・溶接と、スキーで鍛えた体力・精神力

で必死に努力し一通りの仕事を覚えた。 

しかしながら会社は放漫経営で業績が悪化、倒産

の危機に社長は逃げてしまったが、オーナーに見込ま

れ、General Manager に就き、業績回復に尽力した。 

この間の努力と仕事の習熟、顧客からの信頼が次の 

独立・起業へと繋がった。 

昭和４９(1974)年 独立して板金鉄

工会社 Exton Corp.(エクストン・メタル

プロダクツ)を起業。シカゴのオヘア空

港のネオンサインやニューヨーク地下

鉄の自動改札機などを製作・販売。 

人物伝 

Exton Corp.社長当時 

O’hare Metal Inc. 

←工場で活躍 NCT 装置 



平成５(1993)年、発起人の一員として
シカゴ日本人会 (当時  MAJC ：Mid 
America Japanese Club／アメリカ中西部
日本人クラブ)創立。初代会長に就任。 

シカゴには既に日本人移住者(含日系
アメリカ人)・駐在員のための団体(シカゴ
日本商工会議所)があったが、新しく米国
に来た日本人（シカゴ在住の新一世）に
よるバックボーンとしての日系人団体の
創設を必要としていた。 
会員相互扶助と共に、お互いの情報

交換、交流の場となることを目指した。 

 平成８(1996)年に Exton Corp. を売却し、同１０年に新たに Fine Points Inc を起業・設立し
た。 
また、平成１８年に文部省の任命により、金沢大学へ非常勤講師として７年間勤務した。 

平成２４(2012)年、シカゴ日本人会々長職を２年務めると同時に、シカゴ日米評議会副会長
を務めた。 

 現在は全ての活動の責任ある立場から退き、晴耕雨読（耕：趣味）をモットーとして、静かに
余生を楽しんでいる。趣味は、スキー、篠笛、テニス、家具製作、釣り、ゴルフ、緋鯉生産、陶
芸、油絵 etc.。 

商業高校で学んだ商業に関する知識は、社会人になって物事を経済的視点から見ること、
経営者として企業会計に精通出来ることに繋がり、とても感謝の念を持っている。 
 
＜母校の後輩の皆さんへ＞ 
国境の無くなった今、自己の得意なことまたは趣味を携えて、世界の舞台に積極的に出

てみて下さい。そこには無限な可能性があります。応援致します。 
 
 

◆ 経   歴 

昭和１５(1940)年 新潟県中頸城郡妙高高原町(現妙高市)赤倉にて生誕。 

昭和３４(1959)年 新潟県立高田商業高等学校卒業 

昭和３８(1963)年 明治大学法学部法律学科卒業、河端セラミック工業㈱（KCK Co.） 入社 

昭和４１(1966)年 河端セラミック工業㈱（KCK Co.）米国駐在員として渡米（２年間） 

昭和４３(1968)年 日本に帰国 

昭和４４(1969)年 河端セラミック工業㈱KCK Co. 退社、結婚・脱サラ・脱日本、再び渡米 

米国 O’hare Metal Inc. 入社、５年間 General Manager 職を務める 

昭和４９(1974)年 Exton Corp.(エクストン・メタルプロダクツ)を起業 

平成 ５ (1993)年 シカゴ日本人会(当時 MAJC)を創立、初代会長就任（３年間在職） 

平成 ８ (1996)年 Exton Corp. 売却 

平成１０(1998)年 Fine Points Inc 設立 

平成１８(2006)年 金沢大学非常勤講師（文部省から拝命）就任(７年間在任)、Fine Points Inc 売却 

平成２４(2012)年 シカゴ日本人会々長就任（２年間在職）、シカゴ日米評議会副会長就任 

MAJC 創立発起人メンバー（前列中央：荻野会長） 



◆ シカゴ日本人クラブ（ＣＪＣ）／出典：シカゴ新報（非営利団体） 

１９９１年 ·············· シカゴ在住の新一世による日系人団体を創設するための「同志会」設立 

１９９３年３月 ······· アメリカ中西部日本人クラブ(MAJC：Mid America Japanese Club)の名称で発足 

（７５名の会員で活動開始 初代会長：荻野敏雄） 

２００５年 ·············· ジャパンフェスティバル会場をアーリントンハイツのフォレストビュー教育セ 

ンターに移転 

１９９８年 ·············· シカゴ日系人協会と正式に合併（ジャパンフェスティバルを引継ぐ） 

２０１３年 ·············· MAJCはシカゴ日本人クラブ（ＣＪＣ）に名称を変更 

（住宅の修繕やゴルフコンペ、ピクニック、カラオケイベント、パソコンサロン、

交流会などの楽しいイベントなどを支援する「オタスケチーム」も運営） 

 

＜シカゴ日本人会創立３０周年祝賀会／2023.11.4＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＣＪＣ創立３０周年記念祝賀会 荻野敏雄初代会長挨拶／シカゴ新報 

 

シカゴ日本人会が創立３０周年を迎え、１１月４日に記念祝賀会を開

催した。会場となったダブルツリー・ホテル・アーリントンハイツには来

賓、創設メンバー、会員約１００人が出席し、３０年間の発展と社会貢献

活動の成功を祝った。同祝賀会は副会長のジュレティック由紀氏の司

会で始まり、３０年の足跡をめぐるビデオ・プレゼンテーションも行われ

た。 

シカゴ日本人会（Chicago Japanese Club – CJC）は、会員同士の相互援

助と共に、文化交流、相互理解、教育促進などの社会貢献を通じて健

全で豊かなコミュニティづくりに参加することをミッションとして活動を続

けている。 

 

 

 

 

 

 

司会：ジュレティック由紀副会長 

＜ 荻野初代会長挨拶～部分～＞ 

荻野氏は「会員各位の参加と役員や理事のご奉仕とサポートで日本人会が本日まで３０年間続い
たのは、私達の決断が間違っていなかったという証だと思うんです」と述べ、「明日に向かい、若い
新一世の参加を即して頂き、その方々にミッションを理解して頂き、その時代に沿った運営をして
頂ければ、このシカゴ日本人会は不滅です！これからも続きます！よろしくお願いします」と挨拶
を結んだ。 



◆ 写 真 ア ラ カ ル ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治大学スキー部合宿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駿台会(同窓会誌↑）に掲載された記事→ 

明 治 大 学 時 代  



 

 

 

 

平成１８(2006)年 

 

 

平成２４(2012)年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢大学キャンパス 

金 沢 大 学 講 師 活 動  

キャリア教育講座 
（金沢大学／７年間） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 National Master champion ship(全米マスター) 大会/Bigsky モンタナ州 
滑降、GS、大回転、回転総合７５歳～７９歳クラス ４位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年全米マスタースキー選手権大会/ウィスコンシン州 回転・大回転・スーパー大回転各３位（総合３位） 

ス キ ー 競 技 活 動  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我が家の賓客達 

 

マイホーム・趣味・DIY 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

故郷 妙高山(越後富士)の冬景色（趣味の写真） 

★ 我が家のリビング ★ 
 

洋風の装いの中にも 
 

和のテイスト 
 

天然木の椅子、無垢の一枚板 
 

のテーブルを設えました 
 

（DIYでの自作） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブル・椅子・天井照明（DIYでの自作） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷里、錦秋の妙高高原（趣味の油絵／リビング壁掲示） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣味の篠笛で妻とハーモニー演奏 

 

 

 

◆ 参考サイト／URL 

・シカゴ日本人会：https://www.facebook.com/ChicagoJapaneseClub/ 

・シカゴ新報：https://www.chicagoshimpo.com/ 

・ＰＨＯＲＡＭ：https://www.sumutoko.com/Base/Forum/read.php?15,105041 
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